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感染症は災害

災害弱者は

いつも社会的弱者であることを忘れて
はならない。



コロナ禍における
秋田大学の学生のこころの問題





調査概要
【調査名】全国緊急事態宣言による自粛が及ぼす大学生のこころとからだへの影響

【実施】 秋田大学（調査事務局：医学部衛生学公衆衛生学講座）

【目的】 新型コロナウイルス感染症により全国緊急事態宣言が発令され、自粛要請を受けた心身の影響に

ついて検討し、早期にうつや不安症状の強いハイリスク個人を同定し、保健管理センターや専門家につなげること

【項目】 ①うつ・精神疲労・不眠 ②生活全般 ③困っていること

【設問数】 ５１問

【回答期間】 2020年月5月20日（水）～6月16日（火）

【実施方法】 大学共通プラットフォームを用いたイントラネット調査

【対象】 秋田大学 全学部・大学院生（5,111人）

【有効回答数】 2,712件（回収率53%）

【解析方法】うつ・精神疲労・不眠の３つのメンタルヘルス不調に影響を与える因子について、性別,年齢,喫煙歴,出身地

(県外・県内), 暮らしている人 (一人暮らし・それ以外), 音声あるいはビデオ通話の利用, 心配ごと (金銭面・学業面・趣

味・ソーシャルサポート面・運動面), 相談できる人の有無,飲酒歴,運動習慣を調整して多変量ロジスティック回帰分析を

行った。





コロナ感染流行1年目でうつ症状の値が悪化
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うつ症状と自死念慮に伴うリスク
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キャンパス内における最後の砦



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★様々お話してきましたが、「心はればれゲートキーパー」の役割について、具体的なイメージを持っていただければと思います。自殺を考えている人、悩んでいる人などは、自分から相談することができなくなってしまいます。このとき、何らかのサインが出ていると言われます。　　元気が無くなったひと、仕事のミスが多くなった人、食欲が亡くなった人、　　眠れなくなった人、など、様々な変化があります。このような人に気付いて、声を掛け、必要な支援を紹介し、つないでください。そのためには、現在の人間関係に、「ささやかな気配り」と「少しの親切とお節介」を加えていただきたいと思います。　そして、心の健康に関する簡単な知識や、相談先の情報について把握し、必要に応じてアドバイスし、「心はればれゲートキーパーカード」を活用しながら、カードに記載された、地域の保健所や市町村の窓口につないでください。その後、これらの機関が把握する情報に基づき、地域のサロンや団体につなぎます。また、必要に応じて医療機関などの紹介もできます。　



キャンパス精神衛生の向上

自殺ゲートキーパー講座受講

共感・傾聴スキルの向上

キャンパス精神衛生の向上



秋田大学公衆衛生学、精神医学、心理学、看護学の
専門家タスクチーム結成

研究責任者：
野村恭子 (秋田大学大学院医学系研究科 衛生学・公衆衛生学講座 教授)

研究分担者：
三島 和夫（秋田大学大学院医学系研究科精神科学講座 教授）

役割：メンタルヘルス ピアサポーター養成講座コンテンツ作成
馬越 秋瀬（秋田大学大学院医学系研究科精神科学講座 医員）

役割：メンタルヘルス ピアサポーター養成講座コンテンツ作成
安藤 秀明（秋田大学医学部保健学専攻看護学講座 教授）

役割：円滑な学内ネットワークの構築
伏見 雅人（秋田大学保健管理センター 教授）

役割：保健管理センターへの相談件数集計
伊藤 麻里（学生支援総合センター 特任講師）

役割：学生サポートルームへの相談件数集計
北島 正人（秋田大学教育学部地域社会・心理実践講座 教授）

役割：ピアサポーター養成講座コンテンツ作成
佐々木 久長（秋田大学医学部保健学専攻看護学講座 准教授）

役割：心理学ピアサポーター養成講座コンテンツ作成
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自殺のGK養成動画

第一部：セルフケア
こころとからだの反応

第二部：リラクゼーション法の紹介
第三部：自殺ゲートキーパーの面接技法
軽症の友達のケア
重症の友達のケア 解説

動画40分の構成



４．自死念慮の確認をする。
「消えてなくなりたい」などの言葉を使い、自死念慮を確認。
もし、確認できたら絶対に自殺をしないことを約束させる。



研究参加者 (n = 293)

ビデオ視聴群
(n = 147)
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層別ブロックランダム化
（性別）

有効回答（t1）
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ゲートキーパー養成動画
計48分

未視聴 (n=26)

未回答 (n=17) 未回答 (n=15)

有効回答（t2）
（n = 103）

有効回答（t2）
（n = 116）

初回評価
（2022年12月）

追跡調査
（2023年6月）

ビデオ視聴群
(n = 120)

フォローアップ

ビデオ未視聴群
(n = 131)

リクルート
・学内掲示板（+ Webclass）
・公衆衛生学講座のHP

→ QRコードにてアクセス

主観的評価
OK GKになれる自信 NS

客観的評価
OK 自殺念慮の対応 OK

OK 傾聴の正しい知識
OK

OK うつの正しい知識
OK

初回評価
（2022年12月）

追跡調査
（2023年6月）

Iwasawa A, Nomura K, et al. Usefulness of a Video of a Gatekeeper Training Program for Suicide
Prevention among university students on campus: Randomized Controlled Trial (投稿中)

ランダム化比較試験にて効果検証 動画視聴の効果を6か月後までフォローアップ

動画を一回見れば6か月後まで自殺念慮の対応が可能！

自殺のゲートキーパーとしての役割を学生が担うことが実証



公開しました！
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